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操作性
タッチパネル・リモコン
　稼働する際、左からエラーチェック、エンジン(ON/OFF)、
油圧、ふるいの稼働(ON/OFF)と直感的に分かりやすいボタ
ン配置となっている。また海外製であるが、言語は日本語に対
応している。

　エンジンの稼働や自走する際に使用。大きい利点として、機
械本体に近寄らないで作業できるため、安全に使用できる。ま
た、投入後は自動でふるいの作業を行うため、機械に上って様
子を見る必要がなく人員コストの削減を可能にし、効率よい作
業が行うことができる。

投入方法
　ユンボでの投入はもちろんのこと、ホイールローダーでの投
入が可能である。ホッパー下部の支柱はリモコン操作で出し入
れが可能。

散水機能
　排出口に水を散布する機能が標準搭載しており、粉塵対策
が施されている。

図１：KLEEMANN 自走式スクリーン

図2：MS703上段金網部

表１　輸送時　機械寸法

表2　稼働時　機械寸法

自走式スクリーン
「KLEEMANN社製MS702及びMS703」について

─ 製品紹介 ── 製品紹介 ─

はじめに
　本文では、砕石業において重要な役割を持つ、自走式ス
クリーン「KLEEMANN社製MS702(及びMS703)」につ
いて紹介する。

　輸送および稼働する際にはリモコン操作でサイドベルトコ
ンベアの展開と収納が可能である。トレーラー1台での搬送
が可能であり、下記表のような寸法になる。

国内における自走式破砕機の需要
　近年、自走式の破砕機、ふるい機、土質改良機は大きな
役割を果たしている。需要が顕著に上がる理由は主に２つ。
災害復興において活躍する事例と業界の中で自走式を導
入する需要が上昇傾向にあるからだ。

KLEEMANN製品について
　ドイツ製のKLEEMANN社は自走式破砕機、ふるい機を
はじめとする製品の世界トップクラスのシェアを誇るメーカー
である。特に北欧では砕石業が盛んであり、その中でも製品
のパフォーマンスの高さと世界一の低燃費を実現する技術
を有している。今回は主力製品の１つである自走式スクリー
ン 「MS702及びMS703」を紹介する。

自走式スクリーン MS702
及びMS703の特長

対応材料
　主に砕石業に携わるお客様からごひいきにいただき、単独
で使用することや、クラッシャーの後に連結させて材料から
製品にする。投入塊(約□100ｍｍ前後)から細かく粒度を
選別することが可能である。

一例
機種：MS703　(三床式スクリーン)
　　　5号（20-13mm）
　　　6号（13-5mm）
　　　7号（5-2.5mm）
　　　砂　 (2.5-0mm) 
上記4選別。
駆動方式は、全て油圧。ディーゼルエンジンで軽油を使用。

機械構造及び寸法
　スクリーン部分のデッキ全体が展開、収納が可能であり、
金網の交換の際にも作業スペースも確保が可能である。金
網の構造としては横方向に複数枚張っているため、例えば
取り換え時には摩耗の多い金網のみを交換が可能である。

図3　トレーラーにて輸送時　似姿

図４－２　操作タッチパネル

図5　投入方法（一例）

表３　エンジン諸元

表4　スクリーン諸元

機械諸元
MS702、MS703



図6　現場使用例
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弊社における取り組み
　この章では自走式製品の取り扱いにおいて抱える問題を
解消するために、弊社が整えている体制について言及す
る。本来海外から輸入する場合、発注をかけてから半年近く
時間がかかる。ドイツ製KLEEMANNも例外に漏れず、国
内で稼働している自走式製品は海外製のものが主流のた
め、例えば部品を発注してから到着まで半年待たせてしまっ
たためにお客様の業務が中断してしまうケースもある。 その
ような状況を解消するため、弊社ではお客様により快適にご
利用いただくよう下記のような体制を整えている。

部品・在庫
　弊社事業部では主力製品の需要を鑑み、先行で在庫機
を保有している。そのため、製品の発注から納入まで海外の
輸入を待つ必要はない。(※別途、特車申請は1か月半から
2か月間要する。)

トラブル対応
　弊社では全国主要都市に支店を構え、メンテナンスや機
械のトラブルに対応可能である。機械本体同様、消耗部品
の在庫を国内に輸入しているため、迅速に対応できる体制
を設けている。

営業活動
　弊社では各事業部で環境展を始めとする展示会に積極
的に参加している。「持続可能な循環型社会」、「SDGｓ」な
ど企業が負うべき社会的責任は重要な課題である。弊社取
扱製品はより効率のよい作業や低燃費での稼働が可能で
ある。KLEEMANN全機種が排出ガス規制の4次規制を
クリアしている。
　よりお客様のニーズにお応えするために、定期的に事業
部をあげて実機展示会を開催している。1次破砕機、2次破

砕機、スクリーン、高積み用の自走式をかまえてご見学いた
だける取り組みを行っている。

最後に
　前述の通り、自走式製品はその利便性と効率の良いパ
フォーマンスを実現し、大きな役割を担うことで、近年少しず
つ需要は高まってきている。しかし、昨今の世界情勢の影響
で、より燃料や鋼材のコストが高騰し、設備投資の消極化や
資材の利益が低下する厳しい現状は無視できない。その中
でも業界のお客様のニーズにこたえるべく弊社事業部では
よりいっそう自走式破砕機及びスクリーンの販売及びサービ
スに努めていく所存である。
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